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２ 職員の配置状況                                                     （令和７年４月１日現在） 

《消防局》（７１人）  

消 防 局 長     （消防正監）  狩 野  徳 智 

消防局次長    （消 防 監）  鶴 見  康 生 

課 名 職 名 階 級 氏 名 職 名 階 級 氏 名 

総務課 

（１４人） 

課 長 消防司令長 

杉 内  晴 貴 

総 務 係 長 

企画管理係長 

長崎県防災航空隊（出向） 

長崎県消防学校（出向） 

総務省消防庁（出向） 

消 防 司 令 

岩 永     亮 

村 上  修 一 

永 田  直 也 

岩 本  哲 治 

田 道  弘 樹 

予防課 

（１６人） 
奥 村  喜 一 

予防審査係長 

市民消防係長 

末 吉 亜紗子 

山 﨑 真一朗 

警防課 

（１７人） 
麻 生  太 郎 

警防装備係長 

救急救助係長 

訓練管理係長 

髙 橋  啓 輔 

中 倉  佑 太 

上 戸  智 宏 

指令課 

（２２人） 
野 口  卓 真 

課 長 補 佐 

課 長 補 佐 

指 令 １ 係 長 

指 令 ２ 係 長 

情報管理係長 

濱 﨑     統 

小 坂  浩 文 

松 田  一 徹 

丸 山  覚 生 

田 中  祐 司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 3 -



 
 

《中央消防署》（１７１人） 

中央消防署長   （消 防 監）  伯 川  秀 人 

課 名 職 名 階 級 氏 名 職 名 階 級 氏 名 

警防１課 

（８９人） 

課 長 消防司令長 

中 本  兼 広 

課 長 補 佐 

査察指導係長 

警 防 係 長 

救急救助係長 

矢上出張所長 
消 防 司 令 

下 田  健 司 

黒 澤    明 

野 口  英 紀 

瀬 川    寿 

永 田  真 也 

警防２課 

（８１人） 
松 尾  伸 吾 

警 防 係 長 

救急救助係長 

矢上出張所長 

大 宅  芳 明 

蒲 池  秀 之 

宮 崎  昭 一 

 

《北消防署》（１７９人） 

北消防署長     （消 防 監）  林 田    哲 

課 名 職 名 階 級 氏 名 職 名 階 級 氏 名 

警防１課 

（９３人） 

課 長 消防司令長 

山 口  豊 宏 

課 長 補 佐 

査察指導係長 

警 防 係 長 

救急救助係長 

浜田出張所長 
消 防 司 令 

寺 平  政 博 

永 田  恵 美 

仲 田  孝 文 

吉 岡  正 広 

田 中 健一郎 

警防２課 

（８５人） 
本 田  英 治 

警 防 係 長 

救急救助係長 

浜田出張所長 

松 井     仁 

小 宮     大 

三 浦   洋 一 

 

《南消防署》（９１人） 

南消防署長     （消 防 監）  岡 本  和 幸 

課 名 職 名 階 級 氏 名 職 名 階 級 氏 名 

警防１課 

（４７人） 
課 長 消防司令長 

山 田  友 義 

課 長 補 佐 

警 防 係 長 

土井首出張所長 消 防 司 令 

濵 出   新 次 

向 井   慶 文 

永 川   一 宏 

警防２課 

（４３人） 
鈴 田  雄 一 

警 防 係 長 

土井首出張所長 

井 上   和 暢 

大 山   康 治 
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３ 分掌事務 

局・署 課 分 掌 事 務 

消防局 

総務課 

⑴ 消防局の統括に関すること。 

⑵ 消防事務に係る企画及び総合調整に関すること。 

⑶ 公印の管理に関すること。 

⑷ 例規、通達等に関すること。 

⑸ 文書の収受等に関すること。 

⑹ 職員の任免、給与及び服務その他身分に関すること。 

⑺ 職員の福利厚生に関すること。 

⑻ 職員及び団員の公務災害補償に関すること。 

⑼ 職員の教養及び訓練に関すること。 

⑽ 表彰の事務に関すること。 

⑾  予算、決算及び経理に関すること。 

⑿ 財産の管理及び処分に関すること。 

⒀ 長崎県消防長会の事務に関すること。 

⒁ 局内事務の連絡調整に関すること。 

⒂ 他の課の所管に属しない事務に関すること。 

予防課 

⑴ 火災予防の計画、広報及び指導に関すること。 

⑵ 住宅防火対策に関すること。 

⑶ 消防用設備等の規制に関すること。 

⑷ 建築物の新築、増築等に伴う消防審査に関すること。 

⑸ 危険物の規制に関すること。 

⑹ 火薬類の規制に関すること。 

⑺ 消防署が行う火災原因調査の支援に関すること。 

⑻ り災証明（火災に係るものに限る。）の交付に関すること。 

⑼ 団員の任免、給与及び服務その他身分に関すること。 

⑽ 団員の福利厚生に関すること。 

⑾ 市民防火組織の事務に関すること。 

⑿ その他火災予防事務に関すること。 
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局・署 課 分 掌 事 務 

消防局 

警防課 

⑴ 警防、救急及び救助の業務に関すること。 

⑵ 職員及び団員の非常招集に関すること。 

⑶ 消火栓及び防火水槽などの消防水利に関すること。 

⑷ 長崎市宅地等開発行為に係る防火水槽の設置等に関すること。 

⑸ 職員及び団員の研修及び訓練に関すること。 

⑹ 救急及び救助の統計及び報告に関すること。 

⑺ 機械器具及び装備の整備に関すること。 

⑻ 車両及び船舶の整備に関すること。 

⑼ 緊急消防援助隊等に係る連絡調整に関すること。 

⑽ 国際消防救助隊に係る連絡調整に関すること。 

⑾ 防災ヘリコプター、ドクターヘリコプター等に係る連絡調整に関すること。 

⑿ その他警防事務に関すること。 

指令課 

⑴  火災及び救急等の１１９番受信に関すること。 

⑵  出動部隊の指令管制及び運用に関すること。 

⑶  気象及び災害の情報に関すること。 

⑷  総合消防情報システム及び消防救急デジタル無線の運用に関すること。 

⑸  電子計算機器の管理に関すること。 

⑹  消防・救急業務の情報化の推進に関すること。 

⑺  消防・救急業務の情報化に係る人材の育成及び研修に関すること。 

⑻  情報セキュリティに関すること。 

⑼  消防指令センター共同運用化に関すること。 

⑽  その他指令事務に関すること。 
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局・署 課 分 掌 事 務 

消防署 消防署の分掌事務は、火災等の災害現場における警防活動のほかおおむね次のとおりとする。 

警防１課 

及び 

警防２課 

⑴ 警防、救急及び救助の業務に関すること。 

⑵ 署員の人事、給与及び服務その他身分に関すること。 

⑶ 消防施設、車両及び機械器具の維持管理に関すること。 

⑷ 火災予防の計画、広報及び指導に関すること。 

⑸ 住宅防火対策に関すること。 

⑹ 建築物の防火管理に関すること。 

⑺ 消防用設備等の規制に関すること。 

⑻ 火災原因調査に関すること。 

⑼ り災証明（火災に係るものに限る。）の交付に関すること。 

⑽ 斜面地等消防活動困難区域などの警防計画に関すること。 

⑾ 消火栓及び防火水槽などの消防水利の管理に関すること。 

⑿ 消防団等の訓練指導に関すること。 

⒀ 市民防火組織の事務に関すること。 

⒁ 署内事務の連絡調整に関すること。 
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４ 所管事務の現況等 

(1) 長崎市と受託町の人口・世帯数 

（令和７年４月１日現在） 

区 分 人 口 世 帯 数 面 積 

長 崎 市 ３８８，２６１人 ２０５，１３９世帯 ４０５．８６k ㎡ 

受託町 

事務受託 

S47.4.1 

長与町 ３９，２６９人 １７，１１１世帯 ２８．７３k ㎡ 

時津町 ２８，９９５人 １３，４７５世帯 ２０．９４k ㎡ 

小 計 ６８，２６４人 ３０，５８６世帯 ４９．６７k ㎡ 

合  計 ４５６，５２５人 ２３５，７２５世帯 ４５５．５３k ㎡ 

 

(2) 署管轄区域別人口・世帯数  

（令和７年４月１日現在） 

区 分 人 口 世 帯 数 面 積 

中央署 １５４，７５４人 ８２，７８３世帯 １２２．５５k ㎡ 

北 署 
２４５，６３６人 

[６８，２６４人] 

１２３，９５３世帯

[３０，５８６世帯] 

２５３．３７k ㎡ 

[４９．６７k ㎡] 

南 署 ５６，１３５人 ２８，９８９世帯 ７９．６１k ㎡ 

合 計 
４５６，５２５人 

[６８，２６４人] 

２３５，７２５世帯

[３０，５８６世帯] 

４５５．５３k ㎡ 

[４９．６７k ㎡] 

[ ]は受託町内数 

 

(3) 人員・車両等                                       

ア 人員                                （令和７年４月１日現在） 

区 分 条 例 定 数 現 員 

消防職員 ５１２人 ５１２人 

消防団員 ２，９４４人 ２，２４３人 

 

 

 

 

 

イ 車両等 消防局（管内） 合計５４台                 （令和７年４月１日現在） 

火災関係 救助関係 災害対応関係 救急関係 

車種 台数 車種 台数 車種 台数 車種 台数 

ポンプ車 １９台 はしご車 ４台 資機材搬送車 ２台 救急車 １５台 

指揮調査車 ３台 救助工作車 ３台 人員搬送車 １台 

 タンク車 ２台 
重機 

（油圧ショベル） 
１台 燃料補給車 １台 

化学車 １台 重機搬送車 １台 消防艇 １艇 

非常用は除く 

ウ 車両 消防団（市内） 合計１４６台             （令和７年４月１日現在） 

車  種 台 数 

指 揮 車 １台 

ポ ン プ 車 ３４台 

小型動力ポンプ積載車 １１１台 （小型動力ポンプ １１１台）  

                                                       非常用は除く 

(4） １１９番受信件数  

項 目 令和６年 令和５年 前 年 比 

火  災 ２３８件 １４４件 ９４件 

救  急 ２９，６１８件 ２８，８３０件 ７８８件 

救  助 ４８件 ４６件 ２件 

警  戒 １，０７６件 １，３５７件 ▲２８１件 

そ の 他 １４，０５６件 １５，６７６件 ▲１，６２０件 

合  計 ４５，０３６件 ４６，０５３件 ▲１，０１７件 
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(5) 各種災害の出動状況 

   ア 火災（管内） 

項 目 令和６年 令和５年 前 年 比 

火 災 件 数 ９３件 １０１件 ▲８件 

損 害 額（千円） １３２，９０６ ２２１，５４８ ▲８８，６４２ 

火 災 種 別 件 数 

建 物 火 災 ６０件 ６１件 ▲１件 

車 両 火 災 ６件 ９件 ▲３件 

林 野 火 災 １件 ０件 １件 

船 舶 火 災 ０件 ０件 ０件 

その他 の火 災 ２６件 ３１件 ▲５件 

焼 損 面 積 
建 物 火 災 ３，０８１㎡ １，８４６㎡ １，２３５㎡ 

林 野 火 災 １５ａ ０ａ １５a 

出火率（人口１万人あたりの火災件数） ２．０１件 ２．１７件 ▲０．１６件 

出 火 原 因 

（ 上 位 ５ 位 ） 

た ば こ １６件 １１件 ５件 

た き 火 １５件 １８件 ▲３件 

電気器具・配線 ９件 １７件 ▲８件 

放火（疑いを含む） ７件 ６件 １件 

灯 火 ７件 ３件 ４件 

   

   イ 救急（管内） 

項 目 令和６年 令和５年 前 年 比 

出 場 件 数 ２９，０５８件 ２９，１０１件 ▲４３件 

搬 送 人 員 ２４，９６０人 ２５，０７５人 ▲１１５人 

不 搬 送 ４，１５４件 ４，０９２件 ６２件 

事 故 別 

急 病 
出場件数 １９，２２２件 １９，１０６件 １１６件 

搬送人員 １６，０６０人 １５，８９７人 １６３人 

一般負傷 
出場件数 ５，２２３件 ５，１１０件 １１３件 

搬送人員 ４，６６７人 ４，６６０人 ７人 

交通事故 
出場件数 １，０１０件 １，０１１件 ▲１件 

搬送人員 ８３５人 ８７１人 ▲３６人 

そ の 他 
出場件数 ３，６０３件 ３，８７４件 ▲２７１件 

搬送人員 ３，３９８人 ３，６４７人 ▲２４９人 

 

 

 

 

ウ 救助（管内） 

項 目 令和６年 令和５年 前 年 比 

出 動 件 数 １３６件 １８０件 ▲４４件 

救 出 人 員 １０３人 １２２人 ▲１９人 

事 故 別 

建物等に 

よる事故 

出動件数 ５４件 ９５件 ▲４１件 

救出人員 ４０人 ６３人 ▲２３人 

交通事故 
出動件数 ３０件 ３５件 ▲５件 

救出人員 ３０人 ２７人 ３人 

水難事故 
出動件数 １５件 ２１件 ▲６件 

救出人員 １１人 １１人 ０人 

火 災 
出動件数 １１件 ２件 ９件 

救出人員 ６人 １人 ５人 

そ の 他 
出動件数 ２６件 ２７件 ▲１件 

救出人員 １６人 ２０人 ▲４人 

 

エ その他の出動（管内） 

 

 

 

 

 

 

 

種  別 令和６年 令和５年 前 年 比 

救急支援 

心 肺 停 止 事 案 ９６３件 １，０４２件 ▲７９件 

搬 送 補 助 ２３５件 ２３９件 ▲４件 

ヘリコプターの離着陸支援 ６０件 ４３件 １７件 

火災警戒 

火災報知機の鳴動事案 ４１８件 ３２１件 ９７件 

油 の流 出 事 案 １１件 １４件 ▲３件 

その他の警戒出動 １２０件 １４２件 ▲２２件 

災害対応 自 然 災 害 ２件 ５件 ▲３件 
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(6) 火災予防対策（令和６年度実績） 

ア 消防法に基づく建築物等への立入検査（管内） 

種  別 対 象 数 立入検査件数 

建  築  物 １４，８５９棟 ７，８４６件 

危 険 物 施 設 ７３０施設 ２４０件 

 

イ 市民防火組織                                 （令和７年４月１日現在） 

組 織 名 組 織 数 人  員 

女 性 防 火 クラブ ２８１クラブ ２７，０９９人 

幼 年 消 防 クラブ ９５クラブ １０，３１０人 

少 年 消 防 クラブ ３７クラブ １，６５９人 

自衛消防隊連絡協議会 １９７事業所 － 

危 険 物 安 全 協 会 ９１事業所 － 

 

ウ 地域の防火防災訓練（市内） 

訓  練  回  数 １２５回 

参 加 人 員 １４，５１７人 

 

 (7) 応急手当講習（令和６年度実績） 

開 催 回 数 ５０７回 

受 講 人 員 １３，２１３人 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 管内情勢図 
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５ マイナ救急実証事業について

（１） 概要及び目的

本事業は、国の「マイナ救急実証事業」として令和４年度から開始されたもので、傷病者のマイナ
保険証を活用し、救急活動の迅速化や円滑化を図ることを目的としている。

本市は令和６年度からこの事業に参画しており、令和７年度は全国７２０の全消防本部が実施す
るもの。

a傷病者からの声a

具合が悪く話すことができなかっ
たんですが、マイナ保険証でかか
りつけ病院を伝えることができてス
ムーズに搬送してもらえました。

a救急隊からの声a

高齢のご夫婦だけで情報収集
が難しかったですが、マイナ保険
証のおかげで病院選定までス
ムーズにいきました。

（２） 令和７年度の実証期間

令和７年５月１２日から令和８年３月３１日まで（予定）

（３） 令和６年度の実績

ア 令和６年９月６日から令和７年１月３１日まで（１４８日間）

イ 期間中の救急出場８，２１１件のうち情報閲覧した件数は２４９件で、全体の約３％（全国約７％）

ウ 実証事業における声

マイナ救急用
カードリーダー タブレット端末

マイナ保険証１１９番通報
情 報 閲 覧 病 院

マイナ救急の流れ
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（４） 課題

マイナ保険証が救急でも活用できることが浸透していない。

（５） 対策

マイナ保険証が救急でも活用できることの認知度向上を図るため、広報の強化を図る。

ア 交通広告の活用（路面電車・バス車内へのポスター掲示）

イ マイナ救急用マグネットシートの活用

ウ 市広報誌・公式ＳＮＳでの情報発信

その他各種イベントでのチラシ配布等、機会を捉え広報活動を実施していく。

【路面電車内広告】

【バス車内広告】

【ポスター（イメージ）】

【チラシ（イメージ）】

【マイナ救急用マグネットシート】
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６ 一人暮らし高齢者世帯に対する住宅防火訪問について

（１） 現況

（２） 長崎市内における一人暮らし高齢者数と死者の割合

長崎市（H２７～R６） 全国（H２６～R５）

住宅火災件数 ３５３件 １０６，５７３件

住宅火災死者数 ４６人 ９，３９９人

うち高齢者死者数 ３０人 ６，７５９人

住宅火災死者数における高齢者の割合 ６５．２％ ７１．９％

年 齢 ６５～６９歳 ７０～７４歳 ７５～７９歳 ８０～８４歳 ８５～８９歳 ９０歳～ 合計

一人暮らし高齢者数
（R7.1現在）

６，７１２人 ７，９４２人 ７，５０７人 ５，８８７人 ５，３４２人 ５，４４５人 ３８，８３５人

高齢者死者における
一人暮らし高齢者の割合

（H27～R6）
５０．０％ １００％ ５０．０％ １２．５％ １６．６％ ３３．３％ ３６．６％

近年の住宅火災による死者のうち、６５歳以上の高齢者の占める割合は、市内、全国共に高い状
況となっている。
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（３） 取組内容【一人暮らし高齢者世帯に対する住宅防火訪問】

うちは大丈夫
よね・・・

火事になったら
どうしよう・・・

何に気を付けれ
ばいいの・・・？

火災に対して様々な不安を抱えている

一人暮らしの高齢者世帯

住宅防火訪問・住宅防火診断

◇「住宅防火いのちを守る１０のポイント」を用いた

住宅防火のポイントを説明

◇住宅用火災警報器の設置について確認

住宅防火診断の実施

チェック票

◇ 「住宅防火診断チェック票」を用いて

個々の住戸内の火災危険を確認する

その場で希望された方を対象に実施

＋plus

住宅防火訪問の実施

訪問
住宅防火のポイント 住宅用火災警報器

の確認

配線

たばこ

住宅防火診断
チェック票

住宅防火いのちを守る
１０のポイント

火災による
死者の低減につなげる

消防職員が市内全域の７０歳から７４歳までの一人暮らし高齢者宅を訪問し、「住宅防火いのちを守る
１０のポイント」による住宅防火のポイントの説明と住宅用火災警報器の設置状況の確認を実施する。

また、希望者には「住宅防火診断チェック票」により住宅防火診断を実施することで、防火意識の向上を
図り、火災による死者の低減につなげる。

なお、消防団員による住宅防火訪問は上記以外の世帯を実施する。
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（４） 配布資料

【住宅防火診断チェック票】【住宅防火いのちを守る１０のポイント】
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令和７年４月１日現在の年齢を基準

60
歳

61
歳

62
歳

63
歳

64
歳

65
歳

66
歳

67
歳

68
歳

69
歳

70
歳

71
歳

72
歳

73
歳

74
歳

75
歳

76
歳

77
歳

78
歳

79
歳

80
歳

81
歳

82
歳

83
歳

84
歳

実
施
年
度

Ｒ７ (70) (71) (72) (73) (74)

Ｒ８ (65) (70) (80)
(85
～)

Ｒ９ (65) (70) (80) (85)

Ｒ10 (65) (70) (80) (85)

Ｒ11 (65) (70) (80) (85)

Ｒ12 (65) (70) (80) (85)

（５） 今後の住宅防火訪問スケジュール

※（ ）内の数字は訪問時の年齢を記載

年齢

年度

令和７年度においては、７０歳から７４歳までの一人暮らし高齢者宅の住宅防火訪問を実施し、令和８年度
から令和１２年度にかけては、６５歳、７０歳、８０歳、８５歳の節目の年齢を迎えた一人暮らし高齢者宅を対
象に住宅防火訪問を行う。

例：令和７年４月１日現在、６４歳の方は、令和８年４月１日時点で６５歳となり、住宅防火訪問の対象
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